
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像データに対して所定の補正を行い、補正後の画像データを出力する画像
補正装置であって、
　前記画像データ 所定成分について、所定 代表値を求める代表値取得手段と、
　

前記画像データの特徴を表す特徴データ 生成する
特徴データ生成手段と、
　前記特徴データに基づき、前記画像データの所定成分に対する補正係数を生成する補正
係数生成手段と、
　前記補正係数に 前記所定成分を補正した前記画像データを、前記補正後の画像デ
ータとして出力する画像データ補正手段とを有することを特徴とする画像補正装置。
【請求項２】
　前記所定成分が輝度成分であり、前記特徴データが前記画像データの明るさを表すデー
タであることを特徴とする請求項１記載の画像補正装置。
【請求項３】
　前記代表値取得手段が、前記画像データ所定成分の積分値に基づいて前記所定代表値を
求めることを特徴とする請求項１ に記載の画像補正装置。
【請求項４】
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従って
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　前記補正係数生成手段が、
　予め定められた関係に従って、前記特徴データに応じた前記補正の程度を取得し、前記
補正の程度によって前記補正係数を算出することを特徴とする請求項１乃至請求項 のい
ずれか１項に記載の画像補正装置。
【請求項５】
　入力された画像データに対して所定の補正を行い、補正後の画像データを出力する画像
補正方法であって、
　前記画像データ 所定成分について、所定 代表値を求める代表値取得ステップと、
　

、前記画像データの特徴を表す特徴データ 生成する
特徴データ生成ステップと、
　前記特徴データに基づき、前記画像データの所定成分に対する補正係数を生成する補正
係数生成ステップと、
　前記補正係数に 前記所定成分を補正した前記画像データを、前記補正後の画像デ
ータとして出力する画像データ補正ステップとを有することを特徴とする画像補正方法。
【請求項６】
　前記所定成分が輝度成分であり、前記特徴データが前記画像データの明るさを表すデー
タであることを特徴とする請求項 記載の画像補正方法。
【請求項７】
　前記代表値取得ステップが、前記画像データ所定成分の積分値に基づいて前記所定代表
値を求めることを特徴とする請求項 に記載の画像補正方法。
【請求項８】
　前記補正係数生成ステップが、
　予め定められた関係に従って、前記特徴データに応じた前記補正の程度を取得し、前記
補正の程度によって前記補正係数を算出することを特徴とする請求項 乃至請求項 のい
ずれか１項に記載の画像補正方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は画像データに補正を行う画像補正装置および画像補正方法に関し、特に画像デー
タを自動的に補正する画像補正装置および画像補正方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　イメージスキャナやデジタルカメラ等で読み込んだ画像データを補正する場合、従来は
所謂レタッチソフト等の画像編集アプリケーションソフトウェアを用い、表示された画像
を目視して画像の傾向を判断し、対応した補正を手作業で指定し、かつ補正の程度もトラ
イアンドエラーにより補正後の画像を で確認しながら行っていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
そのため、大量のデータを処理する状況に於いては、多大な時間と労力を必要とする上、
結果が作業者の噂好や体調に左右されることがあった。
【０００４】
本発明の目的は、画像データから自動的に画像の傾向を検出し、安定した画像データの補
正を容易に実現することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　すなわち、本発明の要旨は、入力された画像データに対して所定の補正を行い、補正後
の画像データを出力する画像補正装置であって、画像データ 所定成分について、所定
代表値を求める代表値取得手段と、
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画像データの特徴を表す特徴データ 生成す
る特徴データ生成手段と、特徴データに基づき、画像データの所定成分に対する補正係数
を生成する補正係数生成手段と、補正係数に 所定成分を補正した画像データを、補
正後の画像データとして出力する画像データ補正手段とを有することを特徴とする画像補
正装置に存する。
【０００６】
　また、本発明の別の要旨は、入力された画像データに対して所定の補正を行い、補正後
の画像データを出力する画像補正方法であって、画像データ 所定成分について、所定
代表値を求める代表値取得ステップと、

、画像データの特徴を表す特徴データ 生
成する特徴データ生成ステップと、特徴データに基づき、画像データの所定成分に対する
補正係数を生成する補正係数生成ステップと、補正係数に 所定成分を補正した画像
データを、補正後の画像データとして出力する画像データ補正ステップとを有することを
特徴とする画像補正方法に存する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施形態について、図面を参照して詳細に説明する。
＜全体構成＞
図１は、本発明の実施形態に係る画像補正装置の全体構成例を示すブロック図である。
【００１０】
画像補正装置は、画像入力部（２）、画像出力部（３）、画像バッファ（４）、パラメー
タ保持部（５）、積分値算出部（６）、代表値算出部（７）、比率算出部（８）、補正係
数算出部（９）、画像補正部（１０）から構成される。図１においては、画像信号（画像
データ）の発生源としてスキャナ（１）を接続した構成を示している。
【００１１】
画像入力部（２）は、スキャナ（１）から画像データを読み込んで、画像バッファ（４）
に書き込む。
画像出力部（３）は、画像バッファ（４）に格納されている補正後の画像データを出力画
像（１１）として出力する。
【００１２】
画像バッファ（４）は、画像データを保持する。
パラメータ保持部（５）は、補正に必要なテーブルデータとパラメータを保持する。
積分値算出部（６）は画像バッファ（４）に保持されている画像データの積分値ＹＩを算
出し、パラメータ保持部（５）に結果を格納する。
【００１３】
代表値算出部（７）は、積分値算出部（６）で算出された画像信号の積分値ＹＩからその
画像の代表値Ｃを算出し、パラメータ保持部（５）に結果を格納する。
【００１４】
比率算出部（８）は、積分値算出部（６）で算出された積分値ＩＹを、代表値算出部（７
）で算出された代表値Ｃを用いてＤＡとＤＢに分割し、その比をパラメータ保持部（５）
に格納する。
【００１５】
補正係数補正部（９）は、パラメータ保持部（５）に記憶されたテーブルデータを用いて
最終的な画像信号補正係数Ｙを算出し、結果をパラメータ保持部（５）に格納する。
【００１６】
画像補正部（１０）は、パラメータ保持部（５）に格納されている画像信号補正係数Ｙを
元に画像バッファ（４）に格納されている画像データを補正し、補正後の画像データを再
度画像バッファ（４）に格納する。
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【００１７】
なお、画像信号調整装置は、一般的なコンピュータ装置によって構成することができ、そ
の場合、例えば画像入力部、画像出力部がＳＣＳＩ、ＵＳＢ等の外部機器インタフェース
又はネットワークインタフェースで構成することができる。また、パラメータ保持部およ
び画像バッファはＲＡＭやＨＤＤ等の内部／外部記憶装置によって、その他各部はＣＰＵ
やＤＳＰ等のプロセッサによってソフトウェア的に実現することができる。もちろん、処
理の高速化のために専用のハードウェアを設計して画像信号調整装置を構成しても良い。
【００１８】
＜画像信号調整処理＞
次に、図１の画像補正装置における画像補正処理について、図２に示すフローチャートを
用いて説明する。
まず、ステップＳ１において、画像入力部（２）からスキャナ（１）で読み込んだ原稿画
像データを受信し、そのデータを画像バッファ（４）に格納する。
【００１９】
ステップＳ２において、積分値算出部（６）で、画像バッファ（４）のデータの積分値Ｉ
Ｙを計算し、パラメータ保持部（５）に格納する。
ステップＳ３において、代表値算出部（７）で、ステップＳ２で求めた積分値ＩＹから所
定の代表値Ｃを計算し、パラメータ保持部（５）に格納する。
【００２０】
ステップＳ４において、比率算出部（８）で、ステップＳ３で求めた代表値Ｃを元に、画
像データのヒストグラムを作成し、開始点と代表値Ｃの差分ＤＡと、終了点と代表値Ｃと
の差分ＤＢに分割し、その比を算出してパラメータ保持部（５）に格納する。
【００２１】
パラメータが輝度であれば、開始点は例えばシャドウポイント、最小値、最小値からの累
積輝度が所定のパーセンテージになる輝度レベル等から、終了点はハイライトポイント、
最大値、最大値からの累積輝度が所定のパーセンテージとなる輝度レベル等から設定する
ことができる。
【００２２】
ステップＳ５において、補正係数算出部（９）で、ステップＳ４で算出した比ＤＡ／ＤＢ
を元に画像信号補正係数Ｙｃｏｎｔを計算する。
ステップＳ６において、画像補正部（１０）で画像バッファ（４）から画像を読み込み、
Ｙｃｏｎｔに従って画像の補正を行って再度画像バッファ（４）に書き込む。
【００２３】
ステップＳ７において、画像バッファ（４）の内容を画像出力部（３）から出力画像（１
０）として出力する。
【００２４】
＜パラメータ保持部＞
図３はパラメータ保持部（５）で保持しているパラメータの例を示す図である。初期状態
では、補正係数Ｙｃｏｎｔに適当な値を代入しておく。
【００２５】
＜積分値算出部（６）での動作＞
図４は積分値算出部（６）の動作を示すフローチャートで、図２のステップＳ２を詳細に
示したものである。
【００２６】
ステップＳ１１において、画像バッファ（４）から１画素ずつ読み込み、画像信号の統計
的濃度分布表を作成する。ステップＳ１２において、ステップＳ１１で作成した統計的濃
度分布表を累積して画素信号の積分値ＩＹを算出し、結果をパラメータ保持部（５）に格
納する。
【００２７】
＜代表値算出部（７）での動作＞
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図５は代表値算出部（７）の動作を示すフローチャートで、図２のステップＳ３を詳細に
示したものである。ステップＳ２１において、パラメータ保持部２（１２）から読み込ん
だ積分値から、画像信号の代表値Ｃを算出する。代表値は平均値、中間値、メジアン等の
値や、累積値が所定のパーセンテージになる値等から選択することができる。代表値は、
パラメータ保持部（５）に格納する。
【００２８】
＜比率算出部（８）での動作＞
図６に比率算出部（８）での動作を示す。これは、図２のステップＳ４を詳細に示したも
のである。
ステップＳ３１において、パラメータ保持部（５）から画像信号の代表値Ｃを読み込む。
【００２９】
ステップＳ３２において、図７のように、画像データの開始点から終了点に渡って、画像
データと代表値Ｃとの差分の大きさと極性によってヒストグラムを作成する。代表値Ｃと
負の差分がもっとも大きいデータ値との差分をＤＡ、正の差分がもっとも大きいデータ値
との差分をＤＢとする。
【００３０】
ステップＳ３３において、ＤＡとＤＢの比（ＤＡ／ＤＢ）を算出し、結果をパラメータ保
持部（５）に格納する。
【００３１】
＜補正係数補正部（９）での動作＞
図８は補正係数算出部（９）での動作を示すフローチャートで、図２のステップＳ５を詳
細に示したものである。
ステップＳ４１において、パラメータ保持部（５）から、ＤＡ／ＤＢを読み込む。
【００３２】
ステップＳ４２において、ＤＡ／ＤＢから、関数やテーブルデータ等を用いて、画像信号
調整値Ｙｃｏｎｔを下記のように算出し、結果をパラメータ保持部（５）に格納する。テ
ーブルデータの例を図９に示す。
Ｙｃｏｎｔ＝Ｆ（ＤＡ／ＤＢ）　　　Ｆ（）：関数、テーブルデータ等
【００３３】
＜テーブルデータの例＞
図９はテーブルデータの例を示す図である。
先に求めたＤＡ／ＤＢから画像信号補正係数Ｙｃｏｎｔを求める。今回は例として、画像
信号が輝度データで、画像信号補正係数Ｙｃｏｎｔをγとして例を示している。この例の
場合は、ＤＡ／ＤＢの値が大きければ大きいほど暗いと判断し、その傾向に合わせたγ値
を設定するようなテーブルデータになっている。
【００３４】
＜画像補正部（１０）での動作＞
図１０は画像補正部（１０）での動作を示したフローチャートで、図２のステップＳ６を
詳細に示したものである。
【００３５】
ステップＳ５１において、パラメータ保持部（５）の補正係数Ｙｃｏｎｔを元に、ルック
アップテーブルを作成する。ルックアップテーブルの例を図１１に示す。ステップＳ５２
において、作成したルックアップテーブルを元に画像バッファ（４）のデータを１画素ず
つ補正する。
【００３６】
＜ルックアップテーブルの例＞
図１１はルックアップテーブルの例を示したものである。
図１１において、横軸が補正前の画像データ（輝度成分）、縦軸が補正後の画像データの
値を示す。先に求めた補正係数Ｙｃｏｎｔを元にルックアップテーブルを作成する。今回
は、例として、入力画像信号の輝度成分を、補正係数Ｙｃｏｎｔがγで値が０．５９とし
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て、８ｂｉｔ　ｔｏ　８ｂｉｔのルックアップテーブルを次式に従って作成している。
【００３７】
【数１】
　
　
　
　
【００３８】
この例の場合は、入力画像が暗いと判断して、輝度を上げるルックアップテーブルを作成
している。
【００３９】
【他の実施形態】
上述の実施形態においては、画像データの輝度成分に対して調整を行った場合を説明した
が、同様の補正をＲＧＢの各チャンネルに対して行うことにより、ホワイトバランスの自
動調整を行うこともできる。
また、テーブルデータの生成方法や調整係数の求め方は任意の方法を用いることができる
。例えば、調整係数としてあるパラメータ値を算出し、その点を通るスプライン曲線をテ
ーブルデータとすることもできる。
【００４０】
本発明による画像処理装置では、補正係数の算出をテーブルデータで調整しているので、
照明条件別のテーブルデータを用意し、選択的に使用することによって、ホワイトバラン
スを調整しながら雰囲気を残すことも可能である。
【００４１】
なお、本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インタフェイス機器、リーダ
、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例え
ば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【００４２】
また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体（または記録媒体）を、システムあるいは装置に供給し、そのシ
ステムあるいは装置のコンピュータ（または CPUや MPU）が記憶媒体に格納されたプログラ
ムコードを読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。この場
合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実現す
ることになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる
。また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュ
ータ上で稼働しているオペレーティングシステム (OS)などが実際の処理の一部または全部
を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言
うまでもない。
【００４３】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張カードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後
、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニットに備わ
る CPUなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の
機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００４４】
本発明を上記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には、先に説明した（図２、図４、
図５、図６、図８、図１０のいずれか１つ以上に示す）フローチャートに対応するプログ
ラムコードが格納されることになる。
【００４５】
【発明の効果】
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以上説明した通り、代表値で分割されたＤＡとＤＢの比を用いて補正係数を算出すること
により、自動で画像の傾向に沿った補正を行うことができる。
【００４６】
さらには、このテーブルデータを入力画像の素性ごと（スキャナ別等）に用意することに
よって、個別の機器に対応した処理が簡便に実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る画像補正装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態に係る画像補正処理の全体手順を示すフローチャートである。
【図３】図１におけるパラメータ保持部の保持データ例を示す図である。
【図４】図２における積分値算出処理の詳細を示すフローチャートである。
【図５】図２における代表値算出処理の詳細を示すフローチャートである。
【図６】図２における比率算出処理の詳細を示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態に係る比率算出の概念図である。
【図８】図２における補正係数算出処理の詳細を示すフローチャートである。。
【図９】本発明の実施形態に係るテーブルデータの例を示す図である。
【図１０】図２における画像補正処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１１】本発明の実施形態に係るルックアップテーブルの例を示す図である。
【符号の説明】
１　スキャナ
２　画像入力部
３　画像出力部
４　画像バッファ
５　パラメータ保持部
６　積分値算出部
７　代表値算出部
８　比率算出部
９　補正係数補正部
１０　画像補正部
１１　出力画像
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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